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抄　　　録

　本研究は、井上貫一の「協働」を重視した学級教育（「連帯人の教育」）に焦点を当

て、岡山県師範学校附属小学校で取り組まれた「新教育」実践の展開過程およびその

特質について明らかにしようとするものである。「連帯人の教育」とは、専制的な教

師の学級経営を廃し、学級のなかに理想的な人間連帯を構築することで、児童が社会

の一員としての誇りと喜びをもって「協働」に参加するというものであった。「新教育」

にかかわっていた人々が、児童の自治活動を促進するために学級規模の縮小を主張す

るなかで、井上は学級の解体や能力別学級編制を主とした教育方法を批判し、学級の

教育的意義を追求しようとした。
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はじめに

　本稿は、井上貫一の「協働」を重視した学級教育（「連帯人の教育」）に焦点を当て、

岡山県師範学校附属小学校（以下、岡山附小と略記）で取り組まれた「新教育」実践

の展開過程およびその特質について明らかにする。

　筆者はこれまで山陽地方における公立小学校の「新教育」実践を地域との関係性の

なかで検討 1 してきたが、対象を公立小学校に限定するのではなく、地方の師範学校

附属小学校（以下、附小と略記）においてもどのような教育実践が展開されていたの

かを明らかにする必要があると考える。このことは、単に研究対象を公立小学校から

附小へと移したということではなく、「新教育」の地域的展開を明らかにするうえで、

県下の模範的役割を担った附小の動向に注目しない訳にはいかないからである。

　「新教育」運動においては、「個性尊重」や「個性化（個別化）」が教育の中核に据

えられ、教授単位としての学級を解体・再編する試みがなされた。なかでも、ドルト
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ン・プランは「自由」と「協同」を根本原理として、従来の学級組織や時間割を廃止

し、学習は各教科の実験室で、その教科の担当教員の指導のもとに行われた。「新教育」

にかかわっていた人々が、児童の自治活動を促進するために「学級規模の縮小」を主

張 2 するなかで、井上は学級の解体や能力別学級編制を主とした教育方法を批判し、

学級の教育的意義を追求しようとした。彼の実践や思想については、岡山大学教育学

部附属小学校沿革史 3 や小原国芳編集『日本新教育百年史』4 などで簡単に説明され

るに過ぎなかった。本研究ではこれまで詳細に検討されることのなかった、井上の欧

米教育視察が彼の実践思想の形成にどのような影響を与えたのかを考察したい。

１．大正期における教育情報の受容

（１）井上貫一の経歴と教育思想

　井上貫一は、兵庫県姫路師範学校を経て、1914（大正 3）年 3 月に東京高等師範学

校英語部を卒業している 5。その後、島根県松江中学校や鳥取県米子中学校の教諭、

岡山附小主事などを勤めた。当初、井上は中等学校の英語教師であったが、1921（大

正 10）年 5 月、附小主事に就任以来、児童の教育について強い関心を示し、小学校

教育の研究を深めていった 6。主な著書には、欧米教育視察での体験をまとめた『欧

米学校印象記』（1923）、岡山附小での教育実践の取り組みや理論について論じた『連

帯人の教育』（1924）などがある。彼が実践した「連帯人の教育」とは、専制的な教

師の学級経営を廃し、学級のなかに理想的な人間連帯を構築することで、児童が社会

の一員としての誇りと喜びをもって「協働」に参加するというものであった。

　井上が岡山附小を舞台に「連帯人の教育」を標榜し、「新教育」実践を試みるに至っ

たのは、自由な精神活動を許されていた姫路師範学校での被教育体験や、欧米教育視

察によって得た様々な教育情報に大きな影響を受けたものと考えられる。彼が在学し

ていた姫路師範学校については、すでに大井令雄 7 や民間教育史料研究会 8、神戸大

学教育学部沿革史 9 で検討されている。これらの先行研究の成果を援用しながら、同

校ではどのような教育方針のもと、いかなる教育が行われていたのかを見ておきたい。

　森有礼の師範学校令以来、教員養成が厳しく国家統制のもとに置かれ、師範学校で

は兵式体操や寄宿舎制を柱とした軍隊的な管理主義的教育が横行していた。当時の寄

宿舎は階級意識が支配しており、上級下級生の間に暴力と恐怖による支配と服従の関

係があったとされる。当時の卒業生の記録には、各学校独自の名称をもった私的制裁

の記述が見られる 10。このような軍隊式師範教育から脱却して先導的な実践を試みた

学校には、1901（明治 34）年に兵庫県第二師範として新設された姫路師範学校を挙

げることができる。この新設校の初代校長に任命された野口援太郎（1868-1941）は、

大幅に生徒自治を認めた寄宿舎の運営や試験制度の撤廃を実行した。野口を中心に進

められた姫路師範学校での教育は、師範教育の改革動向のなかでも、師範学校体系に

おける「自由教育」の典型であったと評価されている 11。同校は有力な人材輩出機関

として多くの青年たちを世に送り出し、その卒業生らは後に様々な分野で活躍してい

る。
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　姫路師範学校の生徒であった井上 12 は、どのような教育を受けていたのであろうか。

残念ながら、その実際を知ることのできる史料は管見の限り見当たらない。しかし、

同校での被教育体験は、本人にとって意識的であれ無意識的であれ、教育観の基盤と

なったことは間違いないだろう。次に欧米教育視察ではどのような「新教育」実践校

を参観したのか、井上の著作である『欧米学校印象記』を参考に見ていきたい。欧米

で視察した学校名や視察日、参観後の感想については巻末の別表にまとめている。

（２）欧米教育視察の影響

　1922（大正 11）年 3 月、井上は岡山県当局から欧米教育視察を命じられ、岡山県

立第二中学校長の武居魁
かい

助
すけ

13（1885-1952）と共に「米国から欧州各国の教育と其の

背景たる社会を視察して」いる 14。同年 4 月にはサンフランシスコに到着し、1 ヶ月

間の滞在中にシカゴ大学附属の実験学校やホーレスマン・スクールを見学する。翌月

にはイギリスの師範大学や師範学校、附属小学校などを約 2 ヶ月間に亘って見学し、

デンマークからドイツに入国するが、学校視察が思うようにできなかったため、チェ

コ、ハンガリー、オーストリア等を巡回している。8月中旬には再びドイツに入国し、

ベルリンを中心に第一次世界大戦後の教育状況を視察している。その後、スイス、イ

タリアを経て 10 月に帰国している。井上の欧米滞在は 8 ヶ月間程度であったが、表

1をみると精力的に活動していることがわかる。

表１　井上貫一の欧米教育視察の日程

年 月 日 日　程

1922

3 16 日本を出港。

アメリカのサンフランシスコに上陸。

シカゴ大学附属の実験学校の見学。

ホーレスマン・スクールの見学。

イギリスのロンドンに到着。

ミツチエムレーンの女学校でドルトン・プラン実践を見学。

デンマーク、チェコ、ハンガリー、オーストリア各国の視察。

ドイツのミュンヘン、ベルリンへ。

オットーの学校を見学。

イタリアのミラノに到着。

帰国。

4

―

13

26

5
―

17

6 ～ 8 ―

8
―

25

9 13

10 ―

注 . 井上貫一『欧米学校印象記』同文館、1923 年を参照し作成した。

　19 世紀末のアメリカでは、工業化や都市化が急速に進展し、かつての安定した人

間関係に支えられた共同体は失われつつあった。このような社会の急速な変化に対応

するため、「新教育」運動では一斉教授法が厳しく批判され、教育を個別化するとと

もに、児童の自発的あるいは能動的な活動が目指された。同時に、学校での集団活動

などを通して児童の社会性を形成し、学校を共同社会にすることも主要な目的とされ

た 15。以下では井上が見学した主要な学校を取り上げて見ておきたい。
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　シカゴ大学附属中学校においては、まず 2年生のハウス・プラン（家事科）を見学

している。授業では「色彩」を主題として、教師と生徒による問答が手際よく行われ、

色の組み合わせや配合について「生徒がよくその頭脳をはたらかして」いた。3 年生

のハウス・エコノミック（家事経済科）では、教師と生徒が色々な食品の絵を切抜き

する作業をしており、井上は授業を観て「幼稚園ででもやるような仕事で」「何だか

遊びごとのようでもある」との戸惑いを隠しきれずにいた 16。しかし、生徒が参考書

やノートで調べたカロリーの数値を食品の絵に記入することで、栄養価や調味配合の

研究に役立てるとの説明を受けて、「全ては十分心理的に考へられた教授である」と

理解を示している。

　コロンビア大学ティーチャーズ・カレッジの附属校ホーレスマン・スクールでは、

当時の最先端をゆく校舎を完備し、児童が自由に活動できるような設備が整えられた。

1916年から 20年代初めには、キルパトリック（Kilpatrick,W.H.1871-1965）のプロジェ

クト・メソッド論に基づいて、初等教育の新たな基礎原理を確立するための実験研究

が行われていた 17。6 年生の歴史の授業では、児童と教師が一緒になって無敵艦隊に

ついて研究を行い、児童自らが教科書や参考書を調べて要点をノートに整理し、そし

て題目について順次議論を進めるというものであった。井上によると、同授業におい

ては「教師が自分の所有している或は調べ上げた知識を児童に授けてやるような型の

教授はすこしも認められない」という 18。

　ドイツでは、改革教育学の代表的人物であるオットー（Otto,Berthold,1859-1933）

の学校を見学している。同校においては、校内外の違法行為を児童自身が裁判するこ

とで、「児童に自治自律の精神を養成し社会的公民的生活を体験」させる試みが行わ

れている。傍聴人である教師には発言権が認められておらず、「全ての司法権を児童

の手に譲与」することを目的としていた。以下、児童裁判の実践について見ておきた

い。

裁判長は男児、判事と書記は男女一名宛すべて五名で児童中より選出されたもの

である。（中略）この日の裁判は四件で被告は常に男児原告は内三件が女児一件

が男児であった。その内通学の途中牧場の乳牛に石を投げつけたと言ふ事件が

あってその判決は「衆生の面前に於いて神の赦しを乞ひかつ再びせざることを誓

へ」と言ふのである。他の一件の判決は「教科書の或る部分を十五行清書せよ」

と言ふのであった、全体の光景は極めて自然であり、厳粛真摯である 19。

　井上は海外の教育状況を視察し、「新教育」実践校の多様な取り組みに触れている。

帰国後には「世の教育者の参考に成る事があれば」という考えから、著書や教育雑誌

上でこうした各国の「新教育」の動向を紹介している。注目すべき点は、欧米の新思

潮に高い関心を持ち主体的に受容しつつも、従来の学級教育の全面的な否定ではなく、

個別化・個性化と社会性の形成との両立を図ろうと模索していたことである。次節で

は、井上が岡山附小において取り組んだ「連帯人の教育」について考察を進めたい。
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２．学級の社会化と「協働」概念

　附小は学級編制や教育方法の研究を通して、地方における「模範校」としての役割

を担っていた 20。そのため、各県の附小では教育研究会などを組織して、教員研修に

のりだし、現場への指導性を発揮した。附小主事の職にあった井上は、県下の模範校

となるべく教育研究に着手している。同僚教員によると、「井上貫一先生が大正十一

年欧米視察をして帰校されてから、連帯人の教育を旗印に、自由、協働の清新な教育

実践が行なわれた」と回想している 21。井上は「連帯人の教育」へと着想に至った経

緯について、以下のように語っている。

ここ数年来自分の頭のなかに児童教育について、何だか暗澹たるものが低迷して

居る感があった。次ぎ次ぎに出て来る所謂新思潮なるものはこの疑雲をいやが上

に濃くして行くのみであった。偶々一昨年命を受けて欧米の教育視察に出掛けて、

米英独と順礼して廻るうちに、頭のなかの此混沌として得体の知れないものにだ

んだん目鼻がついて行く感じがして来る。（中略）其後外国で見聞した事柄に反

省を加へたり、少しは書物も読んだり、またかなり本気に思索もかさねた挙句、

さきに朦朧としていた自分の考へが漸やくにして分明になって来て、結局此連帯

人の教育となったのである 22。（下線部引用者）

　ここからは、欧米教育視察が井上の実践思想の形成に大きな影響を与えていたこと

を読み取ることができる。ところで、岡山県下での「新教育」の流行は学校現場に大

きな反響をもたらしたが、一部の公立小学校では「妄りに新思潮新主義に盲従する傾

あること」23 や教育理論の表面的な受容 24 がなされるなどの課題を抱えていた。岡山

市では「新中間層」25 の台頭や中等学校への進学熱の高まりが見られた。新中間層に

基盤をおいた附小や私立小学校は、選抜された特定の子どもを教育の対象としており、

経済的・文化的に恵まれた階層によって支持されていたため、各学校独自の教育実践

が可能であったが、保護者の教育観・教育要求に応えながら実践を進める必要があっ

た。これらの小学校では中等学校への進学を希望する児童を熾烈な入試選抜競争に合

格させなければならず、そのための受験準備教育の過熱が深刻な問題となった 26。岡

山附小訓導の馬場保太によると「中等学校への入学準備にのみ汲々たるあまり、直接

入学試験に関係のある教科のみを偏重して、道徳教育の必要を思はず、遂には修身科

教授時数の削減をさへ主張する」状態であった 27。

　このような県下の教育状況に対して、附小主事の立場から井上は「主知主義の教育

を情意主義に改むる事」や、「訓練を自治的にし自律自主の人格の養成を図ること」

を主張している 28。彼は「自分の考へかつ主張している新教育は学級に内在する教育

力に立脚する」29 という考えに基づいて、「学級を児童の道徳生活の素地たらしめ」30

ようとしていた。この点を著作『連帯人の教育』に即して明らかにしよう。

道徳生活を如何にして体験せしむるかと言へば、即ち上来述べたる所に依り明ら

かなる如く、学級の社会化に待つ可きである。学級をして一個の完全なる社会た

らしめ、それぞれの児童が此社会の成員としての自覚をもち、而して其社会の為

に協働奉仕する事より外には無い 31。
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　井上によると「学級を考慮に入れざる方法論は其の意味に於て抽象論」32 であり、「ド

ルトン・プランが学級否定の方向に最も徹底して居る」33 という。学級組織の解体や

個別学習を主とした教育方法は、学級の訓育的な側面を弱体化することにつながるか

らである。以下、井上の提唱した「連帯人の教育」が、岡山附小の教員たちの具体的

な実践の中にどのように採り入れられていたのかを明らかにする。

３．岡山附小における「新教育」実践

　大正・昭和初期の「新教育」実践校においては、児童が積極的に学級活動に取り組

む「自治活動」（「協働自治」）を重視した教育が行われた。例えば、奈良女子高等師

範学校附属小学校では、主事の木下竹次（1872-1946）が、児童の協力によって学級

を児童にふさわしい「社会生活」の場にすべきだと考えて、自治活動を奨励している。

他にも、自由学園の羽仁もと子（1873-1957）は、「家族」と呼ばれる小集団を作って

「自治生活」による教育を行った。同じような試みは、池袋児童の村小学校の野村芳

兵衛（1896-1986）によっても行われた。橋本美保らによると、「大正新教育を特徴づ

ける児童の自治活動は、学級を、たんなる教授単位から協同的社会へと転換すること

を意味していた」という 34。

　岡山附小の訓導たちは、それぞれの教育実践のなかで井上の「連帯人の教育」を具

現化していった。例えば、同校訓導の田淵暲男は手工や綴方教育で「連帯的協働的な

活動」を重視し、児童の生活経験と教科学習を結びつけることによって、活動中心の

学習を展開している 35。田淵にみられる実践は、一貫して井上の教育理論の影響を受

けていたことがわかる。以下に示すのは、井上の指導の下で、岡山附小の児島義貞に

よって実施された「学級裁判」の様子である。やや長くなるが、引用しておきたい。

表２　岡山附小における学級裁判の実践

学級裁判

組　織

　判長（一名）学級児童の選挙

　判生（八名）学級児童交互になる

　書生（一名）判長から依嘱

裁　判

一、裁判事項の受理

　判生が五名以上裁判にかくべきものと認めた時は判長は担任教師の許可を得てこ

れが裁判を開く事を判生、書生に告げる。学級児童から如何に申出ても判生間で裁

判を開く必要がないと認めた時は開かないのである。

二、裁判の進行

１席は大体次の様に定める

２証人の喚問は判長の権限に属する事になって居る、（判生は判長に証人の喚問を
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要求し得る）

３訊問

　　各々所定の席につくと判長は立って裁判を開く旨を告げる。各判生は判長の許

可を得て被裁判者に随時質問をする事が出来る。かくして事実の真相を握らうと

はかる。

４証人しらべ

　　被裁判者に対する訊問を終ったら証人しらべをする。但し被裁判者の随時証言

せしめてもよい。

５判決

　　被裁判者及び証人の陳述が終ると被裁判者及び証人はその席を退く。それより

後は判生相互間に所罰について意見の交換、討議を行ふ。適当な時機に判長は裁

決をなし罰を決定する。

三、結果の処理

　判長は裁判の終った後記録をもって学級担任に裁判の模様を告げる。学級担任は

被裁判者を呼んで一応しらべた後なるべく裁判の結果そのままを通じる事にして居

る。併し裁判で決定した罰が妥当でない時は判生の再考を求め裁判の再会、決定事

項の修正を慫慂する。

四、罰の種類（罰の軽重）

　所罰の標準及び種類は今の所定めて居ないが今迄のを掲げて見ると。

　先生に謝ることを要求された者　　　　　　　　　　　　　　　二名

　先生と迷惑をかけた者に謝ることを命ぜられたもの　　　　　　一名

　当番（掃除）を一日命ぜられた者　　　　　　　　　　　　　　二名

　放課当番を一日命ぜられた者　　　　　　　　　　　　　　　　一名

　墓の前で謝罪を命ぜられた者　　　　　　　　　　　　　　　　一名

所　感

　元来これは学級を愛して児童相互の力でそれぞれの児童を学級の善良にして健全

なる一員たらしめよう、軈てはよい人にしようといふ親切な心から児童の拵へたも

のである。従って裁判の方法等も児童の考へたもので多少どうかと思ふ点もあった

が其ままにしておいた。この時代の児童の常としてともすれば主我的に流れ、裁決

の如きも妥当でない点が出来るのを恐れて他の相談会や文藝会に比して多少手心を

して居る。而し正義に向って進み公私を混淆しないで立派な態度を取らうとする判

生の聡明なる努力、学級の為に裁判にかけられない様にする児童の心掛やまた友人

の与へた判決でも潔く心から従はうとする態度は教師の杞憂を一掃するに充分で

あったのである。

実　例

　操山（学校附近の山）登山の時妹尾なる一児童が墓場を通つて墓石をたほした件

裁判の模様

型の様に訊問証人調べがあった。判生は此ことが故意に行はれたものか、或は偶然
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の過失でなされたものかについて其真相をつかまうと苦心して居た。被判者は飽く

迄過失だと主張する、証人は故意であったらしいと不利な証言をする。判生相互の

意見交換となっても甲論乙駁で容易に決しない。而し被裁判者の平素はおとなしい

方である所から大勢は遂に故意ではなからうといふに一致しかけた時、判生の一人

が立って、「墓石の様な大きなものが故意ではなくて倒れる筈がない………」と言っ

たので他の判生も返す言葉がなくなり、結局実地検証が必要であるといふ事になっ

て放課後担任の許可を得て現場に出掛けた。

　其結果至って小さく転がり易いものであった事がわかって故意ではないといふ事

となりとうとう判決は左の様に決せられた。こんどそのお墓に行ったらおことはり

をすること、当番を一日すること（但し是はお墓を倒した事ではなく、登山の時先

生の言ひつけを守らないで横道をして墓場を通ったから）

　此裁判の間墓石はただの石ではなく死んだ人の頭も同じ事だ。その下には祖先が

静かに眠って居るのであるから、そんな事をしてはかわいそうだし大層悪い事だと

いふ如き意見が出て裁判を著しく厳粛なものにしたのである。

注 . 井上貫一『連帯人の教育』内外出版社、1924 年、pp.333-338 を参照し作成した。

　ここまで岡山附小の訓導たちの実践を確認してきた。学級裁判の実践は、井上が欧

米教育視察で訪れたオットー学校の教育を参考にして創り出されていたと考えられ

る。岡山附小では井上の「連帯人の教育」を具現化した教育実践が展開されていた。

同校の教育実践はどのように評価されていたのだろうか。岡山県教育会雑誌には、「本

県師範附小の教育主義が児童の全我活動を尊重し自治協働に基づく学習を奨励し、其

実際に於ても近来新らしい計画の見るべきものが多い」36 とある。岡山附小の「新教

育」実践が県下の公立小学校にどれぐらいの影響を与えていたのかについては今後の

課題としたい。

おわりに

　岡山県下では、「新教育」の流行によって教育方法上の弊害が生じていたことや、

受験準備教育の過熱が修身教育の形骸化を招いていた。こうした状況に対して、岡山

附小主事であった井上は、欧米教育視察の経験をもとに「連帯人の教育」を主唱し、

教育実践に取り組んでいる。彼の教育理論を特徴づけている最も重要な概念が「協働」

であった。岡山附小では、「協働」が体現された社会を具現化するための教育方法と

して「協働学習」や「学級裁判」の実践が展開された。今後とも、井上の「協働」概

念に着目しながら、彼の著作を読み進めていくことでより深い理解を目指したい。
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が
ち

が
う
の
で
あ
る
。」
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4
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク

4
月

25
日

嬰
児

保
健

所
・

黒
人

小
学

校
・

ツ
ル

ー
ア

ン
ト

ス
ク

ー

ル
（
浮
浪
児
学
校
）

（
嬰

児
保

健
所
・

黒
人

小
学

校
）「

黒
人

に
対

す
る

社
会

的
施

設
の

一
つ

で
職

員
も

凡
て

黒
人

で
あ

る
。」
「

デ
モ

ク
ラ

シ
イ

の
米

国
で

も
黒

人
に

対
し

て
は

随
分

峻
厳

な
差

別
的

待
遇

が
存

在
」（

浮
浪

児
学

校
）

６
ヶ

月
間

は
家

庭
よ

り

離
れ

て
こ

の
学

校
の

寄
宿

舎
に

収
容

さ
れ

て
教

育
を

受
け

る
。「

浮
浪

児
に

共

通
し

た
性

質
の

現
れ

で
教

師
は

彼
ら

は
一

斉
に

書
物

を
嫌

忌
し

て
一

斉
に

手

工
を

好
む
、

従
っ

て
手

工
を

通
じ

て
先

づ
努

力
と

興
味

を
知

ら
し

め
や

が
て

そ
の

性
格

を
陶

冶
し

て
行

く
べ

き
で

あ
る

と
語

る
。

と
こ

ろ
が

こ
の

教
師

は

頗
る

口
八

釜
し

い
中

老
の

婦
人

で
児

童
を

そ
の

面
前

で
口

汚
く

罵
る
、

罵
ら

れ
た

児
童

は
怨

め
し

相
な

表
情

を
し

て
首

を
垂

れ
て

い
る
、

こ
れ

で
は

人
格

の
強
化
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。」

5
ワ
シ
ン
ト
ン
市

（
コ
ロ
ン
ビ
ア
）

4
月

26
日

ホ
ー
レ
ス
マ
ン
・
ス
ク
ー
ル

附
属
小
学
校

コ
ロ

ン
ビ

ア
の

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

ズ
・

カ
レ

ッ
ジ

の
有

名
な

実
験

学
校

の
一

つ

で
米

国
教

育
上

の
権

威
。「

１
年

級
の

手
工

を
見

る
。

児
童

は
男

女
合

し
て

二
十

二
名

一
児

童
が

座
長

と
し

て
前

に
出

て
図

画
と

手
工

の
成

績
品

の
品

評

審
査

を
や

っ
て

い
る
、

一
つ

宛
順

次
に

取
り

上
げ

て
一

同
に

示
す

と
各

そ
れ

ぞ
れ

意
見

を
述

べ
る
、

そ
の

一
一

の
評

が
如

何
に

も
児

童
に

ふ
さ

わ
し

い
も

の
で

あ
る
。

従
来

吾
人

の
教

育
は

色
々

の
点

に
あ

ま
り

に
教

師
本

位
に

な
っ

て
い

た
、

児
童

を
批

評
し

審
く

も
の

は
唯

一
人

の
教

師
で

あ
っ

た
、

而
し

て

児
童

は
自

ら
の

努
力

と
そ

の
成

績
に

対
す

る
何

等
の

主
張

を
ゆ

る
さ

れ
ず

し

て
高

壓
的

な
教

師
の

審
判

に
盲

従
を

強
い

ら
れ

て
来

た
。

是
は

大
い

に
反

省

す
べ

き
非

教
育

的
な

や
り

方
で

あ
る

と
思

う
、

児
童

の
創

作
は

児
童

所
有

で

あ
り

そ
こ

に
創

作
の

喜
び

が
あ

る
。

吾
人

は
児

童
の

こ
う

し
た

創
作

の
喜

び

を
尊

重
し

て
や

ら
ね

ば
な

ら
ぬ
、

ま
た

児
童

は
自

ら
の

内
に

批
判

と
鑑

賞
の

力
を

も
っ

て
い

る
、

そ
れ

は
十

分
合

理
的

な
規

範
に

合
致

す
る

も
の

で
は

な

か
ろ

う
が
、

兎
も

角
児

童
に

取
っ

て
は

大
切

な
芽

生
え

と
し

て
啓

培
さ

れ
る

べ
き

も
の

で
、

而
も

児
童

に
固

有
し

た
最

も
児

童
に

相
当

し
た

自
然

の
批

判

で
あ

る
。
」「

教
師

は
児

童
の

後
方

に
椅

子
に

倚
っ

て
静

か
に

児
童

の
や

っ
て

い
る

仕
事

の
進

行
に

注
目

し
て

い
る
、

そ
の

態
度

が
い

か
に

も
児

童
の

自
由

な
活

動
を

尊
重

し
て

之
を

妨
害

し
な

い
よ

う
に

成
る

べ
く

そ
っ

と
し

て
置

き

た
い

と
い

う
風

が
見

え
る
。

日
本

の
教

師
に

は
こ

の
余

裕
が

な
い
、

矢
鱈

に

干
渉

し
な

い
と

気
が

済
ま

な
い

よ
う

に
成

っ
て

い
る
、

そ
れ

で
は

児
童

の
自

由
な

創
作

も
工

夫
も

滅
び

て
し

ま
う

と
思

う
。」
「

六
年

生
の

歴
史

の
教

授
を
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見
る
、

児
童

は
予

め
教

科
書

参
考

書
を

調
べ

て
今

日
の

教
材

の
研

究
を

自
分

で
や

っ
て

そ
の

要
項

を
各

自
の

ノ
ー

ト
に

記
し

て
い

る
、

そ
し

て
題

目
に

つ

い
て

順
次

に
議

論
を

進
め

て
行

く
と

い
っ

た
風

で
あ

る
。

こ
こ

に
も

教
師

が

自
分

の
所

有
し

て
い

る
或

は
調

べ
上

げ
た

知
識

を
児

童
に

授
け

て
や

る
よ

う

な
型
の
教
授
は
す
こ
し
も
認
め
ら
れ
な
い
。」

6
同
上

4
月

27
日

リ
ン
カ
ン
ス
ク
ー
ル

附
属
小
学
校

コ
ロ

ン
ビ

ア
の

新
し

い
実

験
学

校
と

し
て

建
設

さ
れ

た
。

児
童

は
何

れ
も

富

裕
な

良
家

庭
か

ら
来

る
の

だ
そ

う
で

そ
の

服
装

容
貌

も
美

し
く

全
て

明
る

い

感
じ

が
す

る
、

陰
気

な
顔

は
ど

こ
に

も
見

当
ら

ぬ
。「

吾
人

の
教

育
ほ

ど
児

童

の
発

表
を

無
視

し
た

教
育

は
な

い
、

そ
れ

は
綴

り
方

や
図

画
や

手
工

教
授

法

上
の

欠
陥

と
し

て
不

断
に

暴
露

さ
れ

つ
つ

あ
る

が
、

児
童

の
発

表
は

単
に

是

ら
所

謂
発

表
教

科
に

限
ら

れ
た

も
の

で
は

な
い
、

そ
れ

は
歴

史
に

も
地

理
に

も
全

て
の

教
科

に
多

分
に

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
、

或
る

意
味

に
於

い
て

は
発

表
す

る
こ

と
に

よ
り

て
初

め
て

児
童

の
も

の
に

な
る

の
で

あ
る
。」
「

低
学

年

児
童

に
か

く
の

如
き

遊
戯

を
与

え
る

教
育

的
価

値
は

実
に

大
い

な
る

も
の

で

あ
る

と
信

ず
る
。

自
分

は
吾

が
低

学
年

の
教

師
が

之
に

ヒ
ン

ト
を

得
て

更
に

研
究
工
夫
を
積
ま
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
。」

7
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

4
月

28
日

紐
育
東
部
補
習
学
校

補
習
学
校

補
習

教
育

令
は

満
十

八
歳

未
満

に
し

て
学

校
に

在
学

せ
ざ

る
者

を
毎

週
四

時

間
乃

至
八

時
間

昼
間

通
学

せ
し

む
る

規
程
。

と
こ

ろ
が

こ
の

規
程

に
該

当
す

る
者

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

に
二

十
万

人
あ

る
。

全
員

を
収

容
す

る
施

設
出

来
て

い

な
い
。
現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
六
個
の
補
習
学
校
が
あ
る
。

8
（

米
国

視
察

の
印

象
）「

米
国

教
育

の
一

特
色

と
し

て
コ

ー
エ

ヂ
ュ

ケ
イ

シ
ョ

ン
（

男
女

共
学

）
を

挙
げ

得
る
、

尤
も

由
緒

あ
る

一
流

の
大

学
や

中
学

の
あ

る
も

の
は

依
然

男
生

徒
の

み
を

収
容

し
て

未
だ

に
門

戸
を

開
放

し
な

い
が

大

体
に

於
い

て
下

は
小

学
校

よ
り

上
は

大
学

に
至

る
迄

男
女

共
学

で
あ

っ
て
、

こ
の

点
は

英
仏

独
及

日
本

の
分

離
主

義
と

著
し

い
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
を

成
し

て

い
る

の
で

あ
る
。」
「

概
観

し
た

処
日

本
ほ

ど
男

女
間

の
懸

隔
の

大
き

い
国

は

な
い
、

つ
ま

り
女

子
が

著
し

く
差

別
的

待
遇

を
受

け
て

い
る

国
は

な
い

の
で

あ
る
。」
「

自
分

が
観

た
共

学
の

学
校

で
は

表
面

上
何

ら
不

都
合

は
見

出
さ

な

か
っ

た
、

教
室

な
ぞ

で
は

む
し

ろ
女

子
の

方
が

よ
り

多
く

活
動

す
る

傾
向

に

見
え

た
、

そ
し

て
能

力
上

の
差

異
は

殆
ん

ど
無

い
か
、

あ
る

と
し

て
も

差
別

教
育
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。」
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9
英
国
・
ロ
ン
ド
ン

5
月

10
日

　
　

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
大
聖
堂
な
ど
を
観
光

10
同
上

5
月

11
日

　
　

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
市
内
を
観
光

11
同
上

5
月

14
日

ウ
エ

ス
ト

ミ
ン

ス
タ

ー
ス

ク
ー
ル

パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
ク
ー
ル

エ
リ

ザ
ベ

ス
女

王
時

代
に

設
立

さ
れ

イ
ー

ト
ン

と
共

に
最

も
古

い
歴

史
を

有

す
る

学
校
。「

パ
ブ

リ
ッ

ク
ス

ク
ー

ル
の

教
育

は
生

徒
の

間
に

感
化

の
中

心
を

置
く

と
い

う
の

が
伝

統
的

教
育

法
で

あ
る
。

こ
の

や
り

方
に

依
る

と
生

徒
を

烏
合

の
群

衆
に

化
せ

ざ
る

よ
う

に
し

て
義

し
き

者
善

き
も

の
即

ち
当

然
彼

等

の
う

ち
に

勢
力

を
有

す
べ

き
生

徒
が

優
越

な
る

地
位

を
与

え
ら

れ
る

結
果

と

な
る

か
ら

そ
こ

に
健

全
な

彼
ら

の
社

会
が

成
り

立
つ

こ
と

に
成

る
。

そ
し

て

全
体

に
人

格
中

心
の

有
機

的
な

統
制

あ
る

国
体

が
出

来
上

が
る

の
で

あ
る
。

日
本

で
は

こ
の

点
に

於
い

て
教

師
が

あ
ま

り
干

渉
主

義
で

生
徒

を
信

頼
す

る

こ
と

を
し

な
い
、

そ
し

て
何

も
彼

も
一

手
に

壟
断

し
て

宛
も

専
制

君
主

の
態

度
で

望
む

か
ら

勢
い

警
察

官
や

裁
判

官
的

な
遣

り
方

と
成

り
生

徒
と

の
間

柄

が
治

者
と

被
治

者
の

関
係

に
な

る
、

事
実

何
れ

も
学

校
に

も
こ

う
し

た
警

察

的
意
識
が
随
分
濃
厚
に
あ
る
。」

12
同
上

5
月

15
日

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
ク
ー
ル

ロ
ン

ド
ン

市
内

の
有

名
な

パ
ブ

リ
ッ

ク
ス

ク
ー

ル
の

一
つ

で
あ

る
。「

理
科

の

設
備

は
解

剖
室

と
天

秤
室

が
特

に
注

意
を

ひ
く
、

一
体

に
理

科
は

日
本

の
中

等
学
校
に
比
し
て
は
る
か
に
程
度
が
高
い
よ
う
で
設
備
も
立
派
で
あ
る
。」
「
月

謝
は

年
額

四
十

五
ポ

ン
ド

舎
費

は
百

ポ
ン

ド
で

あ
る

か
ら

随
分

贅
沢

な
学

校

で
あ
る
」

13
同
上

5
月

17
日

ミ
ツ

チ
エ

ム
レ

ー
ン

の
女

学

校

米
国

で
有

名
な

ド
ル

ト
ン
・

プ
ラ

ン
を

採
用
。「

自
学

時
間

は
生

徒
の

自
由

学

習
に

委
し
、

生
徒

は
自

己
の

好
む

教
科

に
つ

き
そ

れ
ぞ

れ
の

研
究

室
に

あ
っ

て
自

学
す

る
、

そ
こ

に
は

該
当

学
科

の
教

師
が

居
て

そ
の

相
談

指
導

に
任

ず

る
よ

う
に

成
っ

て
い

る
。

こ
の

自
学

時
間

の
他

は
各

科
の

共
同

授
業

で
即

ち

従
来

の
学

級
教

授
で

あ
り

生
徒

の
自

学
の

成
績

の
調

査
整

理
や

一
般

的
基

礎

的
教

授
を

す
る

の
で

あ
る
。」
「

ダ
ル

ト
ン

プ
ラ

ン
は

生
徒

と
教

師
の

間
に

最

も
親

密
な

関
係

を
生

ず
る
、

そ
は

す
な

わ
ち

教
師

が
オ

ー
ト

ク
ラ

ッ
ト
（

独

裁
君

主
）

た
る

立
場

を
す

て
て

一
の

ガ
イ

ド
（

案
内

役
）

に
成

る
こ

と
を

意

味
す

る
の

で
あ

る
。」
「

従
来

の
教

師
は

独
裁

君
主

で
あ

っ
た
、

教
授

に
於

い

て
も

訓
練

に
於

い
て

も
自

ら
を

絶
対

権
威

者
位

置
に

お
き

全
て

を
規

制
し

そ
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の
範

疇
に

生
徒

を
し

て
合

致
せ

し
め

而
し

て
生

徒
を

審
判

し
よ

う
と

す
る
。

ダ
ル

ト
ン

プ
ラ

ン
は

教
師

の
か

か
る

独
裁

君
主

を
廃

棄
し

て
生

徒
に

自
治

と

自
律
の
領
域
を
与
え
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」
「
但
だ
比
較
的
能
力
の
劣
っ

た
生

徒
に

は
こ

の
方

法
は

や
や

困
難

を
感

ぜ
し

め
る

も
の

の
如

く
従

っ
て

其

の
成

績
が

思
わ

し
く

な
い

よ
う

で
あ

る
。

こ
は

ダ
ル

ト
ン

プ
ラ

ン
に

つ
き

特

に
注

意
す

べ
き

点
で

あ
り
、

研
究

を
要

す
る

事
柄

で
あ

る
、

但
し

小
学

校
の

高
学

年
か

ら
中

等
学

校
に

あ
り

て
は

こ
の

教
育

法
は

た
し

か
に

大
い

な
る

長

所
を
も
っ
て
い
る
事
は
否
み
得
な
い
と
思
う
。

14
同
上

5
月

19
日

ウ
エ

ス
ト

ミ
ン

ス
タ

ー
補

習

学
校

補
習
学
校

生
徒

13
30

名
で

1
組

15
0
名

宛
に

分
け

て
あ

る
。「

教
授

の
実

際
に

つ
い

て

は
僅

少
な

る
授

業
時

間
に

於
い

て
か

つ
一

方
に

労
働

に
従

事
し

て
閑

暇
を

も

た
ぬ

生
徒

に
対

し
て

如
何

に
し

て
教

授
の

効
果

を
挙

げ
る

か
に

可
な

り
に

工

夫
し
て
い
る
事
を
窺
い
得
る
と
思
う
の
で
あ
る
。」

15
同
上

5
月

22
日

ウ
エ

ス
ト

ス
ク

エ
ア

中
央

学

校

イ
ン
タ
ー
ミ

デ
イ
エ
ー
ト

コ
ー
ス
（
中

間
学
校
）　

生
徒

は
男

子
44
0
人
、

女
子

40
0
人

で
あ

り
年

齢
は

11
歳

以
上

で
4
ヶ

年
課

程
。

イ
ン

タ
ー

ミ
デ

イ
エ

ー
ト

コ
ー

ス
（

中
間

学
校

）
で
、

日
本

の
乙

種
実

業
学

校
程

度
。

小
学

校
同

様
に

無
月

謝
で

あ
る
。「

普
通

の
小

学
校

に
比

す
れ

ば
は

る
か

に
設

備
も

よ
く

教
師

の
学

力
も

し
っ

か
り

し
て

い
て

教
育

内
容

の

充
実
し
て
い
る
」

16
同
上

5
月

23
日

キ
ン
グ
ウ
ッ
ド
小
学
校

デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
（
代
用

附
属
小
学
校
）

1
階

は
幼

稚
園

2
階

は
男

子
部

3
階

が
女

子
部

と
分

か
れ

て
い

て
女

子
部

の

運
動

場
は

屋
上

に
在

る
。「

児
童

に
立

憲
政

治
に

対
す

る
理

解
を

与
え

而
も

単

に
知

的
に

之
を

知
ら

し
め

る
の

み
で

な
く

実
に

之
を

体
験

せ
し

め
る

と
い

う

教
育
的
意
味
を
吾
人
は
深
く
考
慮
せ
ね
ば
成
ら
ぬ
と
思
う
。」

17
同
上

5
月

24
日

デ
ボ
ン
ズ
ロ
ウ
ド
幼
稚
園

幼
稚
園

「
数

え
方

の
授

業
を

し
て

い
る

教
室

で
は

数
図

は
も

と
よ

り
電

車
の

切
符

や
厚

紙
の

貨
幣

や
夥

し
い

雑
多

の
方

便
物

を
持

た
し

て
い

る
。

児
童

は
何

れ
も

愉

快
に

熱
心

に
行

っ
て

い
る
。

読
み

方
の

教
室

で
は

之
も

雑
多

の
カ

ー
ド

を
持

た
し

て
あ

る
、（

中
略

）
児

童
は

こ
う

し
た

巧
み

に
出

来
た

雑
多

な
方

便
物

に
釣

り
込

ま
れ

て
面

白
く

愉
快

に
そ

れ
ぞ

れ
自

分
で

学
習

し
て

い
る

の
で

あ

る
。」
「

窮
屈

さ
も

壓
制

も
な

く
真

摯
な

落
ち

着
き

が
あ

る
。

彼
ら

は
全

て
怡

然
と

し
て

い
る
。

さ
え

こ
の

静
寂

は
彼

の
モ

ン
テ

ソ
リ

ー
女

史
の

教
育

法
の

主
眼
で
も
あ
る
、」
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18
同
上

5
月

25
日

ハ
イ
ホ
ー
ボ
ン
の
師
範
大
学

師
範
大
学

師
範

大
学

で
教

授
法

の
講

義
を

聴
く
。「

吾
人

は
常

に
ベ

ス
ト

シ
ン

カ
ー

の
ベ

ス
ト

ル
テ

イ
ー

ン
を

強
い

る
が

故
に

能
力

の
優

秀
な

児
童

の
み

が
、

或
は

優

秀
児

と
言

う
よ

り
も

偶
然

教
師

と
同

じ
よ

う
な

考
え

方
を

す
る

も
の

の
み

が

辛
う

じ
て

追
随

す
る
。

而
し

て
そ

の
他

の
大

部
分

の
児

童
に

対
し

て
は

全
て

が
ド

グ
マ

テ
イ

ッ
ク

カ
テ

キ
ズ

ム
（

独
断

的
問

答
法

）
に

終
わ

る
の

で
あ

る
。

吾
人

は
従

来
の

問
答

法
に

更
に

大
い

に
研

究
を

加
え

て
種

々
に

そ
の

能
力

や

観
念

界
や

聯
想

推
理

の
仕

方
の

異
な

っ
て

い
る

児
童

の
そ

れ
ぞ

れ
を

満
足

せ

し
め

る
よ

う
な

教
授

に
改

良
す

べ
き

で
あ

る
。

而
し

て
初

め
て

真
に

個
性

に

順
應

し
た

教
授

が
生

ま
れ

る
で

あ
ろ

う
、

こ
の

意
味

に
於

い
て

彼
の

ダ
ル

ト

ン
プ

ラ
ン

や
プ

ロ
ゼ

ク
ト

メ
ソ

ッ
ド

の
如

き
参

考
す

る
価

値
が

あ
る

と
思

う

の
で
あ
る
。」
　
　
文
部
省
督
学
官
ツ
エ
ン
テ
イ
マ
ン
と
会
食

19
同
上

5
月

26
日

ス
ト
ラ
ン
ド
中
学
校

中
学
校

「
生

徒
数

46
0
名

で
、

こ
の

学
校

は
ロ

ン
ド

ン
市

立
の

も
の

で
あ

る
か

ら
パ

ブ

リ
ッ

ク
ス

ク
ー

ル
の

如
き

貴
族

的
な

古
典

的
な

雰
囲

気
に

は
乏

し
い

が
溌

溂

た
る
元
気
が
あ
る
。」

20
同
上

5
月

27
日

イ
ー

ト
ン

ス
ク

ー
ル
・

オ
ッ

ク
ス

フ
ォ

ー
ド

大
学
・

ラ
グ

ビ
ー
ス
ク
ー
ル

大
学

　

21
同
上

5
月

30
日

ス
ト

レ
ー

タ
ム

女
子

師
範

学

校

師
範
学
校

生
徒

数
26
4
名

の
内

16
0
名

が
寄

宿
舎

生
で

他
は

家
庭

通
学
。「

生
徒

の
訓

練

に
つ

い
て

は
全

く
自

治
制

度
に

し
て

居
る
、（

中
略

）
訓

練
方

針
は

特
に

吾
が

師
範

学
校

に
於

い
て

大
い

に
参

考
す

べ
き

で
あ

っ
て

吾
ら

の
従

来
の

や
り

方

は
こ

の
全

き
反

対
で

あ
る
。

師
範

学
校

と
言

え
ば

特
別

窮
屈

な
融

通
の

き
か

ぬ
も

の
と

成
っ

て
い

る
、

繁
瑣

な
規

則
で

束
縛

す
る

こ
と

が
多

く
警

察
的

意

識
で
臨
む
事
が
多
い
。」

22
同
上

6
月

2
日

ス
ト
レ
ー
タ
ム
附
属
小
学
校

デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
 （
代

用
附
属
小
学

校
） 
　
　
　

「
こ

の
学

校
の

訓
練

的
施

設
は

英
国

の
多

く
の

学
校

に
於

け
る

と
等

し
く

全
校

児
童

を
横

断
的

に
八

ヶ
の

ハ
ウ

ス
に

分
ち

そ
れ

ぞ
れ

の
ハ

ウ
ス

団
に

旗
を

与

え
て

い
る
、

こ
の

団
旗

は
所

属
ハ

ウ
ス

の
名

誉
の

標
章

で
あ

る
。

校
長

の
こ

の
ハ

ウ
ス

制
度

に
就

い
て

の
意

見
は

傾
聴

に
値

す
る
『

余
は

一
人

の
児

童
を

賞
め

な
い
、

ま
た

一
人

の
児

童
を

責
め

な
い
、

苟
く

も
賞

め
る

時
は

そ
の

属

す
る

ハ
ウ

ス
を

賞
め

責
め

る
時

も
亦

そ
の

ハ
ウ

ス
を

責
め

る
。

こ
は

彼
ら

に
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社
会

連
帯

と
相

互
扶

助
の

精
神

を
育

成
せ

ん
が

為
め

で
あ

る
。

社
会

的
協

同

心
の

欠
乏

は
過

ぐ
る

戦
乱

に
於

い
て

英
国

の
な

め
た

最
も

苦
い

経
験

で
あ

っ

た
、

吾
人

は
次

代
の

国
民

を
し

て
こ

の
過

ち
を

再
び

せ
し

め
る

に
忍

び
な

い

云
々
』　

一
人

の
児

童
を

賞
す

る
事

は
そ

れ
が

正
し

く
賞

賛
に

値
す

る
場

合
で

あ
っ

て
も

尚
教

育
的

に
は

不
良

の
結

果
を

も
た

ら
す

事
が

あ
る
。

即
ち

賞
め

ら
れ

た
児

童
が

慢
心

を
起

し
他

の
児

童
が

之
に

嫉
妬

す
る

如
き

で
あ

る
、

而

し
て

全
体

に
俺

が
と

い
う

自
我

心
を

刺
戟

し
て

児
童

間
の

利
己

的
競

争
心

を

煽
り
相
互
の
美
し
い
友
情
に
水
を
さ
す
結
果
と
成
る
こ
と
が
あ
る
。

23
デ
ン
マ
ー
ク
・
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

6
月

8
日

　
　

コ
ペ

ン
ハ

ー
ゲ

ン
の

文
部

省
を

訪
ね

て
デ

ン
マ

ー
ク

の
学

制
に

つ
い

て
訊

く
。

小
学

校
は

7
歳

よ
り

14
歳

に
わ

た
る

8
ヶ

年
課

程
で

義
務

教
育

と
す

る
。

中

学
校

は
11

歳
よ

り
15

歳
乃

至
16

歳
に

亙
る

も
の

で
最

初
の

1
ヶ

年
を

予
科

と
す

る
。

高
等

学
校

は
11

歳
よ

り
18

歳
に

亙
る

8
ヶ

年
で

日
本

の
7
年

生

高
等

学
校

に
類

す
る

も
の

で
あ

る
。

大
学

は
首

都
コ

ペ
ン

ハ
ー

ゲ
ン

に
1
つ

あ
る
。

大
学

は
男

女
共

学
で

女
学

生
は

全
体

の
4
分

の
1
乃

至
3
分

の
1
を

占
め
て
い
る
。

24
同
上

6
月

9
日

ヒ
ラ

オ
ド

国
民

高
等

学
校
・

ヘ
ル

シ
ン

ガ
ー

国
際

的
国

民

高
等
学
校

　
（

ヒ
ラ

オ
ド

）
生

徒
の

年
齢

は
1
8
歳

以
上

25
歳

に
至

り
平

均
年

齢
は

2
1
歳

と
成

っ
て

い
る
。（

ヘ
ル

シ
ン

ガ
ー

）
学

校
の

教
育

方
針

は
「

自
由

な
展

開
を

主
義

と
す

る
。

従
っ

て
教

授
の

多
く

は
デ

イ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
（

討
議

）
の

形

式
に
於
い
て
成
さ
れ
る
」

25
同
上

6
月

10
日

　
　

補
習

教
育

主
事

を
訪

ね
て

コ
ペ

ン
ハ

ー
ゲ

ン
の

補
習

教
育

の
概

要
を

訊
く
。

生
徒

の
年

齢
は

14
歳

以
上

25
歳

ま
で

と
規

定
し

て
あ

る
が

大
概

は
16

歳
乃

至
18

歳
と

成
っ

て
い

る
。

教
科

は
国

語
算

術
簿

記
外

国
語
（

独
英

仏
）

男
児

に
は

数
学

物
理

化
学

木
工
、

女
児

に
は

速
記

タ
イ

プ
ラ

ィ
テ

ィ
ン

グ
編

物
家

事
料
理
等
を
課
す
る
。

26
チ
ェ
コ
・
プ
ラ

ハ

6
月

22
日

　
　

チ
ェ
コ
共
和
国
の
首
都
プ
ラ
ハ
を
訪
れ
る
。

27
ハ
ン
ガ
リ
ー

6
月

27
日

　
　

ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
を
訪
れ
る

28
同
上

6
月

29
日

　
　

文
部
次
官
を
訪
ね
戦
後
の
教
育
改
造
に
つ
い
て
訊
く
。
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29
同
上

6
月

30
日

ブ
ダ

ペ
ス

ト
近

郊
の

師
範

学

校

　
(
師

範
学

校
）

生
徒
（

男
）
15
0
名
、

教
師

17
名
、

課
程

は
5
ヶ

年
で

生
徒

の
年
齢
は

13
歳
よ
り

19
歳
に
亙
る
。

30
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ウ
ィ
ー
ン
 　

　

7
月

4
～

8
日

31
同
上

8
月

1
～

10
日

レ
ア

ル
シ

ュ
ー

レ
（

実
科

中

学
校
）

8
月

8
日
ウ
イ
ー
ナ
ー
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
市
長
を
訪
ね
る
。

32
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
　
　
　

8
月

11
日

　
　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
博
物
館
巡
り

33
ベ
ル
リ
ン

8
月

23
日

シ
ュ
テ
グ
リ
ッ
ツ
盲
学
校

国
立
盲
学
院

　

34
同
上

8
月

25
日

オ
ッ
ト
ー
の
私
立
学
校

生
徒

数
約

80
名

で
、
3
学

級
に

分
け

て
あ

る
。

生
徒

の
年

齢
は

6
歳

よ
り

16

歳
に

及
ぶ
。

校
長

の
外

に
男

教
師

1
名

女
教

師
4
名

で
校

舎
は

狭
い

路
地

の

奥
に

平
屋

建
て

の
つ

つ
ま

し
や

か
な

も
の

で
あ

る
。「

こ
の

学
校

は
こ

の
通

り

小
さ

い
も

の
で

は
る

が
、

其
の

教
育

は
ベ

ル
リ

ン
に

於
い

て
最

も
大

胆
な

る

試
み

を
成

し
つ

つ
あ

る
も

の
で

あ
る
。（

中
略

）
先

づ
こ

の
学

校
に

は
授

業
時

間
割

が
な

い
、

学
校

で
定

め
た

時
間

割
と

い
う

も
の

が
無

く
児

童
の

希
望

で

選
択

決
定

さ
れ

る
の

で
あ

る
。

即
ち

明
日

の
第

一
時

は
算

術
第

二
時

は
地

理

と
言

う
風

に
児

童
の

側
で

選
択

決
定

し
て

教
師

に
希

望
を

提
出

し
教

師
は

そ

れ
に

応
じ

て
授

業
を

行
う

の
で

あ
る
。

近
時

児
童

教
育

に
多

分
の

自
由

が
と

り
入

れ
ら

れ
て

所
謂

児
童

本
位

の
教

育
が

高
調

せ
ら

れ
て

い
る

が
、

授
業

時

間
割

を
児

童
の

支
配

に
お

く
如

き
試

み
は

一
般

に
は

な
お

想
像

の
外

に
あ

る
。

児
童

本
位

と
い

う
見

地
か

ら
す

れ
ば

従
来

の
時

間
割

制
度

は
甚

し
く

壓
制

的

で
学

□
動

機
を

無
視

し
た

遣
り

方
で

あ
る
、

児
童

が
自

か
ら

学
習

し
た

い
と

思
う

教
科

を
選

ん
で

学
習

す
る

と
言

う
こ

と
こ

そ
真

に
徹

底
し

た
る

児
童

本

位
の
教
育
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
「
真
の
児

童
本
位
は
更
に
個
性
本
位
と
成
っ

て
初

め
て

徹
底

す
る
、

即
ち

時
間

割
を

教
師

の
手

か
ら

児
童

に
委

任
し

た
の

み
で

は
な

く
個

々
の

児
童

の
手

に
与

え
ね

ば
成

ら
ぬ
。

そ
こ

ま
で

行
っ

て
初

め
て
徹
底
し
た
児
童
本
位
の
時
間
割
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
オ
ッ

ト
ー

氏
の

試
み

よ
り

も
一

層
大

な
る

困
難

を
伴

う
こ

と
は

自
か

ら
明

瞭
で

あ

る
。

何
と

な
れ

ば
そ

れ
は

直
ち

に
学

級
教

授
の

否
定

の
方

向
に

向
か

っ
て

働
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く
か

ら
で

あ
る
。

而
し

こ
れ

が
真

に
徹

底
し

た
児

童
本

位
の

教
育

で
あ

り
と

す
れ

ば
教

育
的

に
可

能
な

程
度

と
様

式
に

於
い

て
そ

の
実

現
を

工
夫

し
な

け

れ
ば

成
ら

ぬ
。

而
し

て
そ

れ
は

結
局

ダ
ル

ト
ン

プ
ラ

ン
の

制
度

を
適

当
な

形

ち
と

分
量

に
於

い
て

と
り

入
れ

る
と

言
う

こ
と

に
成

ろ
う

と
思

う
の

で
あ

る
。

さ
て

こ
の

学
校

は
上

述
の

如
く

思
い

切
っ

た
児

童
本

位
の

教
育

を
し

て
い

る

の
で

あ
る

従
っ

て
其

の
教

授
の

実
際

も
児

童
の

心
意

を
尊

重
し

て
そ

の
自

発

的
な
学
習
と
個
性
の
自
由
な
展
開
と
を
企
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

35
同
上

8
月

26
日

ケ
ー

ニ
ヒ

シ
ユ

テ
ツ

テ
イ

シ

ヤ
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
（
中
等
教

育
機
関
） 
　

大
学

予
備

門
と

称
す

べ
き

も
の

で
課

程
は

9
ヶ

年
、

生
徒

の
年

齢
は

9
歳

か

ら
18

歳
に

亘
り

19
学

級
に

分
た

れ
1
学

級
人

員
30

名
、

生
徒

総
数

55
0
人

で
あ
る
。

36
同
上

8
月

28
日

ベ
ル
リ
ン
の
女
子
小
学
校

小
学
校

厳
格

な
男

女
分

離
主

義
を

採
用
。

職
員

も
女

子
が

多
く

17
名

の
う

ち
10

名

が
女

教
師

で
あ

る
。

児
童

は
55
0
名

之
を

15
学

級
に

分
か

ち
第

2
学

年
に

相

当
す

る
満

7
歳

よ
り

13
歳

乃
至

14
歳

に
亘

り
各

学
年

2
ヶ

学
級

宛
合

計
14

学
級
と
別
に
オ
ー
ベ
ル
ク
ラ
ス
（
補
習
科
の
如
き
も
の
）
が
あ
る
。

37
同
上

8
月

29
日

ベ
ー
リ
ッ
ツ
低
能
児
学
校

生
徒
数
は

60
名
で
最
年
長
は

22
歳
の

2
名
と

21
歳

1
名
。

38
同
上

8
月

31
日

夜
間
高
等
工
芸
補
習
学
校

生
徒

は
17

歳
よ

り
30

歳
に

及
び
、

何
れ

も
会

社
工

場
に

従
業

し
て

い
る

者

で
あ

る
。

こ
こ

で
は

金
工

の
教

授
し

て
い

る
の

で
あ

る
が
、

そ
の

金
工

が
先

づ
三

つ
の

部
門

に
分

か
れ

て
い

る
。

即
ち

ハ
ン

ト
ア

ル
バ

イ
ト
（

手
細

工
）

部
と

マ
シ

ー
ネ

ン
（

機
関

車
の

如
き

大
機

械
を

創
作

す
る

部
）

と
メ

カ
ニ

ッ

シ
エ
（
顕
微
鏡
の
如
き
細
緻
な
機
械
を
製
作
す
る
部
）
に
分
か
れ
て
い
る
。

39
同
上

9
月

1
日

オ
ス

テ
ン

の
女

子
商

業
補

習

学
校

こ
の

学
校

で
は

職
業

科
は

商
業

科
を

置
き

在
籍

生
徒

15
00

名
で

一
組

人
員

各

30
人
を
限
度
と
し
て
あ
る
。

40
同
上

9
月

5
日

シ
ャ

ロ
ッ

テ
ン

ブ
ル

グ
の

公

立
小
学
校

ア
ル
バ
イ
ト

シ
ュ
ー
レ
　

作
業
学
校
　

41
イ
タ
リ
ア
・
ミ

ラ
ノ

9
月

13
日

42
ナ
ポ
リ

9
月

20
日

チ
ビ
タ
夫
人
の
感
化
事
業
を
参
観




